
国
労
東
日
本
本
部
・
第
32
回
定
期
大

会
が
、
８
月
24
日
〜
25
日
に
東
京
都
港

区
「
田
町
交
通
ビ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

代
議
員
か
ら
は
、
組
織
強
化
・
拡
大
・

春
闘
・
職
場
闘
争
に
つ
い
て
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

議
長
団
は

鈴
木
代
議
員

湊
代
議
員

選
出
さ
れ
る

議
長
団
に
は
、
東
京
地
本
の
鈴
木
代

議
員
、
湊
代
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

国
鉄
新
潟

優
秀
表
彰
さ
れ
る

大
会
は
、
大
沼
執
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
、
２
０
１
７
年
度
経
過
報
告
及
び

２
０
１
８
年
度
運
動
方
針
案
の
提
案
、

２
０
１
７
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報

告
、
そ
し
て
２
０
１
８
年
度
予
算
案
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

「
国
鉄
新
潟
」
で
は
代
議
員
の
発
言

内
容
を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。
詳
し

く
は
後
日
、
東
日
本
本
部
の
機
関
紙
な

ど
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

機
関
紙
表
彰
は
で
は
「
国
鉄
新
潟
」

が
年
間
30
号
発
行
達
成
し
優
秀
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

経
過
に
つ
い
て

各
代
議
員
の
発
言

●
保
線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
合
理
化
に
つ
い

て
。

○
東
労
組
大
量
脱
退
に
よ
り
今
が
拡
大

の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

●
26
歳
の
青
年
労
働
者
が
国
労
加
入
し

た
。

○
36
協
定
〜
職
場
代
表
選
挙
に
国
労
も

立
候
補
。

●
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
制
度
に
つ
い
て

全
国
大
会
、
東
日
本
本
部
の
定
期
大

会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
エ

リ
ア
本
部
の
定
期
大
会
で
も
組
織
拡
大

の
報
告
な
ど
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。今

、
も
っ
と
も
緊
急
課
題
で
す
。
新

潟
地
本
も
組
織
拡
大
に
向
け
て
奮
闘
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

組
対
会
議
で
全
体
の
意
思
統
一
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
行
動
内

容
な
ど
が
、
な
か
な
か
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。

地
本
執
行
委
員
会
を
先
頭
に
奮
闘
し

て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。新

潟
地
本
の
定
期
大
会
は
９
月
22
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
代
議
員
全
員
の
発

言
、
報
告
な
ど
多
く
出
し
て
い
た
だ
い

て
方
針
に
肉
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

今
大
会
で
一
歩
前
に
出
る
運
動
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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国
鉄
新
潟●大会二日目、地本、清野代議員が経過報告について

発言しました。以下、項目別にまとめました。

○守橋元執行委員長のアスベスト問題について業務災

害認定されたこと。

○安全問題・４４４Ｍ立ち往生について支社へ緊急申

し入れをした。

●新潟駅高架化により、工事が完了してないため２番

線ホームが狭いため、お客様転落事故が発生した。新

潟支社へ申し入れをした。

○平和と民主主義を守る闘いについて発言。



２
０
１
８
年
度
運
動
方
針
案
に

つ
い
て
の
全
体
の
意
見

●
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
の
報
告
。

○
設
備
合
理
化
に
反
対
・
安
全
対
策
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
。

●
分
会
活
動
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
高
齢

化
に
よ
る
運
動
の
停
滞
に
つ
い
て
、
現

状
と
今
後
の
課
題
。

○
36
協
定
に
つ
い
て
・
ル
ー
ル
づ
く
り
。

●
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
労
働
条
件
改
善
含
め

て
関
連
労
働
者
の
労
働
環
境
の
改
善
。

○
１
９
春
闘
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
東

日
本
本
部
は
闘
い
な
ど
指
導
を
。

●
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
を
東
日

本
本
部
は
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
。
安

倍
政
権
を
打
倒
す
る
闘
い
の
強
化
を
。

○
震
災
後
の
公
共
交
通
に
対
す
る
問
題
と

闘
い
・
安
全
問
題
に
つ
い
て
。

●
駅
業
務
の
合
理
化
の
問
題
・
組
織
強
化

拡
大
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
。

●
東
労
組
大
量
脱
退
は
会
社
の
施
策
・
脱

退
工
作
に
つ
い
て
。

○
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
の
取
り
組
み
。

●
職
場
の
技
術
継
承
・
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
や
要
員
問
題
な
ど
。

○
貨
物
会
社
の
低
賃
金
に
よ
る
状
況
か
ら

若
い
社
員
が
退
職
し
て
い
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
。

●
春
闘
の
闘
い
と
職
場
の
労
働
条
件
改
善

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

○
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
・
未
加
入
者
と

の
つ
な
が
り
、
信
頼
関
係
を
ど
う
作
っ

て
い
く
の
か
。

●
貨
物
会
社
の
構
造
矛
盾
の
問
題
も
含
め

政
府
に
訴
え
る
。
客
貨
一
体
の
闘
い
を

強
化
し
て
い
く
。

○
郡
山
駅
の
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
報
告
。

第
87
回
定
期

全
国
大
会
で
は
、

こ
の
間
の
取
り

組
み
の
到
達
点

と
克
服
す
べ
き

課
題
に
つ
い
て

真
摯
に
総
括
と

議
論
を
行
い
喫

緊
の
課
題
で
あ

る
組
織
拡
大
の

大
き
な
流
れ
と

土
台
を
築
く
た

め
、
不
退
転
の

決
意
で
全
機
関

が
さ
ら
に
集
中

し
た
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

①
全
機
関
で
意
思
統
一
を
行
い
、
全
組
合

員
参
加
の
統
一
行
動
を
展
開
す
る
。

②
学
習
を
強
め
、
組
織
拡
大
統
一
行
動
の

展
開
と
同
時
に
機
関
の
団
結
強
化
、
組

織
の
強
化
を
図
る
。

③
全
機
関
で
組
織
拡
大
目
標
を
具
体
化
し

そ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
全
力
を
上

げ
る
。

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

①
全
組
合
員
参
加
で
国
労
加
入
の
全
国
統

一
行
動
を
展
開
し
よ
う
！

②
全
機
関
で
学
習
を
強
め
、
組
織
の
活
性

化
を
図
ろ
う
！

③
JR
内
の
全
て
の
職
場
で
国
労
運
動
を
確

立
し
よ
う
！

国
労
本
部
は
「
組
織
拡
大
全
国
統
一
行

動
」
更
な
る
展
開
に
つ
い
て
指
令
４
号
を

発
し
ま
し
た
。

第
81
回
定
期
全
国
大
会
で
組
織
拡
大
を

喫
緊
の
課
題
と
し
て
全
国
的
に
統
一
行
動

を
決
起
す
る
こ
と
を
確
認
し
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

新
潟
地
本
は
、
な
か
な
か
組
織
拡
大
に

つ
い
て
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
９
月
22
日

開
催
さ
れ
る
地
本
定
期
大
会
で
多
く
の
方
々

か
ら
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
会
以
降
、
具
体
的
な
行
動
を
全
組
合

員
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

国
労
本
部
主
催
・
第
１
回
「
組
織
拡
大
・

全
国
統
一
行
動
」
の
対
策
会
議
が
９
月
20

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
具
体
的

な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
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東日本本部定期大会で確立さ

れました。


